
  
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

  

３．平成23年3月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

１株当たり当期純利益につきましては、当第１四半期における自己株式取得に伴う期中平均株式数の変動を反映し

た修正を行っております。 

        

平成23年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成22年８月13日
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代表者          （役職名） 代表取締役社長 （氏名）畠中 達郎 
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四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有 ・無     

四半期決算説明会開催の有無    ： 有 ・無     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  営業収入 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期       6,337  △0.8  459  △20.2  463  △23.3  138  △34.0

22年３月期第１四半期       6,387      29.7      575      －      604       －       209       －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  14    91  －      

22年３月期第１四半期     22    54  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  16,846  11,179  64.9  1,183    59

22年３月期       16,694      11,179      65.5      1,176    62

（参考）自己資本 23年3月期第１四半期 10,931百万円 22年3月期     10,938百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －           10  00 －        10  00       20  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）       10  00 －         10  00      20  00

（注）当四半期における配当予想の修正有無 ： 有 ・無

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  営業収入 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  11,300  △29.5      160  △90.8      170  △90.2       0  △99.9       0    10

通期  27,200   △5.4     1,790    41.1     1,800    49.3       880       －      95    18

（注）当四半期における業績予想の修正有無 ： 有 ・無
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４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「２．その他の情報」をご覧ください。） 

  （注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。  

  

  （注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

   （注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に

係る会計処理の原則・手続き、表示方法等の変更の有無となります。  

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短信

の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しております。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料の発表日現在において、平成22年５月11日に公表いたしました連結業績予想は修正しておりません。  

２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予

想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信［添付資料］

Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ： 有 ・無

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用： 有 ・無

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有 ・無

② ①以外の変更        ： 有 ・無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期１Ｑ 9,311,760株 22年3月期 9,311,760株

②  期末自己株式数 23年3月期１Ｑ 75,679株 22年3月期 15,519株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期１Ｑ 9,276,128株 22年3月期１Ｑ 9,298,861株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善が続くなか、景気は持ち直しつつありますが、

欧州を中心とした海外景気の下振れ懸念、失業率が高水準にあるなど依然として厳しい環境下にあります。 

当第１四半期連結累計期間の主な事業につきましては、前年同期に比べ大型コンサートツアーや舞台公演の実施は

減少いたしましたが、若手アーティストを中心に多様なアーティストによるＣＭ出演を積極的に展開し計画に対し好

調に推移いたしました。また、音楽事業において事業利益をグループ内に集約する一気通貫モデルを拡充し、音楽パ

ッケージ、グッズバンドルなどの販売が拡大いたしました。さらに、ＤＶＤ販売において自社アーティスト出演作品

を拡充することで、前年同期に比べ販売が拡大し堅調に推移いたしました。 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の当社グループの経営成績は、営業収入63億３千７百万円（前年同期比

0.8％減）、営業利益はＣＭ出演や音楽事業が好調でありましたが、前年同期に比べ大型イベントの集中がなく、イ

ベント関連の収入が減少したことにより、４億５千９百万円（前年同期比20.2％減）、経常利益は４億６千３百万円

（前年同期比23.3％減）、四半期純利益は１億３千８百万円（前年同期比34.0％減）となりましたが、計画に対して

は好調に推移しております。 

  

セグメントの概況は、次のとおりであります。 

  

〔アーティストマネージメント事業〕  

当事業の営業収入につきましては、三浦春馬、仲里依紗などの若手アーティストに加え、大泉洋、福山雅治など多

様なアーティストによるＣＭ出演を積極的に展開し好調でありました。また、音楽事業においては福山雅治、ｆｌｕ

ｍｐｏｏｌなど一気通貫モデルによる販売の拡大に加え、ＣＤ発売による印税収入も好調でありました。しかしなが

ら、前年同期に比べ大型のコンサートツアーや舞台公演の集中がなく、イベント収入、グッズ販売が減少し減収減益

となりました。 

この結果、営業収入38億６千５百万円（前年同期比12.2％減）、セグメント利益７億１千２百万円（前年同期の営

業利益比18.5％減）となりました。 

  

〔メディアビジュアル事業〕 

当事業の営業収入につきましては、ＤＶＤ販売におきまして、上野樹里主演邦画「のだめカンタービレ 最終楽章 

前編」、三浦春馬、佐藤健主演ドラマ「ブラッディ・マンデイ シーズン２」、邦画「サヨナライツカ」など、自社

アーティスト出演作品を中心に販売が拡大し堅調でありました。 

この結果、営業収入20億６千２百万円（前年同期比39.6％増）、セグメント利益２千９百万円（前年同期は１億６

千８百万円の営業損失）となりました。 

  

〔コンテンツ事業〕  

当事業の営業収入につきましては、サザンオールスターズ、ＢＥＧＩＮ、福山雅治、ポルノグラフィティなどによ

る旧譜楽曲の販売及び旧譜楽曲の二次使用による印税収入でありました。著作権印税の減少による減収要因はありま

したが、配信収入が増加し若干の増益となりました。 

この結果、営業収入４億９百万円（前年同期比19.4％減）、セグメント利益５千８百万円（前年同期の営業利益比

14.5％増）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は168億４千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億５千２百万円増

加いたしました。主な要因としましては、営業活動に伴う流動資産「商品及び製品」の減少、投資有価証券の売却に

よる固定資産「投資有価証券」の減少要因などはありましたが、営業活動に伴う流動資産「現金及び預金」の増加、

無形固定資産の取得による固定資産「無形固定資産」の増加要因などが上回り、全体としては増加しております。 

当第１四半期連結会計期間末の負債は56億６千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億５千１百万円増加い

たしました。主な要因としましては、流動負債「営業未払金」の減少要因などはありましたが、流動負債「未払法人

税等」の増加要因などが上回り、全体としては増加しております。 

当第１四半期連結会計期間末の純資産は111億７千９百万円となり、前連結会計年度末の純資産とほぼ同額となり

ました。「利益剰余金」が四半期純利益の計上により増加しましたが、期末配当金の支払による「利益剰余金」の減

少、「自己株式」の取得などにより増減要因がほぼ同額となったことによるものであります。この結果、自己資本比

率は64.9％となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は38億６千４百万円と

なり、前連結会計年度末と比較して２億２千６百万円の増加となりました。 

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は下記のとおりであります。 

  

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞ 

営業活動の結果獲得した資金は４億７千９百万円（前年同期は10億６千４百万円の使用）となりました。 

これは、主に営業債務の減少に伴う資金減少要因等はありましたが、税金等調整前四半期純利益及び営業活動に伴

うたな卸資産の減少による資金増加要因等が上回ったことによるものであります。 

  

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞  

投資活動の結果使用した資金は９千４百万円（前年同期は２億２百万円の使用）となりました。 

これは、主に投資有価証券の売却による収入に伴う資金増加要因等はありましたが、無形固定資産の取得による支

出及び貸付けによる支出に伴う資金減少要因等が上回ったことによるものであります。 

  

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞  

財務活動の結果使用した資金は１億５千６百万円（前年同期は１千万円の使用）となりました。 

これは、主に配当金の支払及び自己株式の取得による支出に伴う資金減少要因等によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間の業績は、当初計画に対して好調に推移しておりますが、平成22年７月28日付「弊社所

属アーティスト 桑田佳祐に関するお知らせ」にて公表しましたとおり、平成23年３月期の第２四半期累計期間及び

通期業績予想につきまして、現在もなお精査中であるため、本資料発表日現在において、平成22年５月11日に公表し

ました業績予想の変更は行っておりません。変更すべき事項が生じた場合は、速やかにお知らせいたします。 

  

※上記の予想は、当企業グループが本資料発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づいたものであり、実際の業績等は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用  

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

これにより、営業利益及び経常利益は334千円、税金等調整前四半期純利益は16,402千円それぞれ減少しており

ます。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,886,859 3,660,543

受取手形及び営業未収入金 3,390,811 3,375,537

商品及び製品 1,698,011 1,761,615

仕掛品 1,487,453 1,499,064

貯蔵品 23,247 19,378

その他 1,260,525 1,309,965

貸倒引当金 △129,613 △103,137

流動資産合計 11,617,294 11,522,967

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,191,386 1,199,259

土地 1,760,487 1,760,487

その他（純額） 127,872 126,934

有形固定資産合計 3,079,747 3,086,681

無形固定資産 372,828 323,100

投資その他の資産   

投資有価証券 540,772 557,834

その他 1,503,369 1,471,034

貸倒引当金 △267,356 △267,211

投資その他の資産合計 1,776,785 1,761,657

固定資産合計 5,229,361 5,171,440

資産合計 16,846,655 16,694,407
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

営業未払金 3,920,561 4,005,097

未払法人税等 207,819 26,372

役員賞与引当金 － 12,180

返品調整引当金 31,755 28,027

その他 628,007 580,032

流動負債合計 4,788,143 4,651,709

固定負債   

退職給付引当金 673,770 660,611

役員退職慰労引当金 16,997 16,472

その他 188,033 186,269

固定負債合計 878,801 863,353

負債合計 5,666,944 5,515,063

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,587,825 1,587,825

資本剰余金 1,694,890 1,694,890

利益剰余金 7,821,176 7,775,838

自己株式 △78,242 △22,771

株主資本合計 11,025,649 11,035,782

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 36,874 37,326

為替換算調整勘定 △130,751 △134,941

評価・換算差額等合計 △93,877 △97,615

少数株主持分 247,940 241,176

純資産合計 11,179,711 11,179,344

負債純資産合計 16,846,655 16,694,407
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業収入 6,387,135 6,337,783

営業原価 5,051,878 4,812,106

営業総利益 1,335,256 1,525,677

返品調整引当金繰入額 － 3,728

返品調整引当金戻入額 52,232 －

差引営業総利益 1,387,488 1,521,949

販売費及び一般管理費 811,915 1,062,539

営業利益 575,573 459,409

営業外収益   

受取利息 3,028 1,749

受取配当金 1,651 1,774

負ののれん償却額 20,053 －

その他 6,986 3,401

営業外収益合計 31,719 6,925

営業外費用   

支払利息 358 －

支払手数料 2,322 2,425

その他 19 110

営業外費用合計 2,701 2,536

経常利益 604,592 463,798

特別利益   

投資有価証券売却益 － 11,789

特別利益合計 － 11,789

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,068

その他 － 1,868

特別損失合計 － 17,936

税金等調整前四半期純利益 604,592 457,650

法人税、住民税及び事業税 195,982 188,508

法人税等調整額 201,424 120,982

法人税等合計 397,406 309,491

少数株主損益調整前四半期純利益 － 148,159

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2,373 9,859

四半期純利益 209,558 138,299
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 604,592 457,650

減価償却費 37,627 51,432

負ののれん償却額 △20,053 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,561 26,620

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △22,500 △12,180

返品調整引当金の増減額（△は減少） △52,232 3,728

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,658 13,158

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △6,101 525

受取利息及び受取配当金 △4,679 △3,524

支払利息 358 －

支払手数料 2,322 2,425

投資有価証券売却損益（△は益） － △11,789

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 16,068

営業債権の増減額（△は増加） 2,332,251 △15,273

たな卸資産の増減額（△は増加） △520,166 71,345

営業債務の増減額（△は減少） △1,892,842 △84,535

未払消費税等の増減額（△は減少） △188,586 68,775

その他の流動資産の増減額（△は増加） 264,671 △69,054

その他の流動負債の増減額（△は減少） △197,714 △28,165

その他 20,894 △854

小計 370,938 486,353

利息及び配当金の受取額 3,935 2,725

利息の支払額 △358 －

法人税等の支払額 △1,439,280 △10,012

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,064,765 479,066

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △162,661 △9,201

有形固定資産の売却による収入 － 5,604

投資有価証券の売却による収入 － 27,189

無形固定資産の取得による支出 △5,310 △94,840

無形固定資産の売却による収入 39,434 －

子会社株式の取得による支出 △72,000 －

貸付けによる支出 △5,200 △20,710

貸付金の回収による収入 7,160 1,509

その他 △4,041 △3,889

投資活動によるキャッシュ・フロー △202,617 △94,338

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 －

自己株式の取得による支出 △2,974 △55,471

配当金の支払額 △194,234 △93,953

少数株主への配当金の支払額 △7,898 △3,096

その他 △5,304 △4,311

財務活動によるキャッシュ・フロー △10,411 △156,832

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,628 △1,802

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,274,165 226,094

現金及び現金同等物の期首残高 4,144,782 3,638,819

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,870,616 3,864,914
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該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

(注）1．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

   2．各事業の主な内容 

(1）アーティストマネージメント事業 

アーティスト活動によるコンサート、舞台等の収入、舞台及びイベントの企画・制作による収入、テ

レビ・ラジオ・コマーシャル出演収入、ファンクラブ会員収入及び各種キャラクター商品販売収入、

レコード販売収入及び原盤の制作と著作権管理等による新譜の印税収入 

(2）メディアビジュアル事業 

テレビ等の番組制作収入、映画製作及び制作配給収入、映像作品の制作、音楽ＣＤ・ＤＶＤ等の仕

入・製造・販売 

(3）コンテンツ事業 

旧譜のレコード原盤権と著作権管理等による印税収入、映画・映像作品等の活用による収入（初回収

益計上日より２年超経過分） 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  

アーティス 
トマネージ 
メント事業 
（千円） 

メディアビ
ジュアル事
業（千円） 

コンテンツ
事業 

（千円） 

計
（千円） 

消去又は
全社 

（千円） 

連結
（千円） 

営業収入             

(1）外部顧客に対す

る営業収入 
 4,401,339  1,477,082  508,713  6,387,135  －  6,387,135

(2）セグメント間の

内部営業収入又

は振替高 

 15,761  6,948  17,081  39,790 (39,790)  －

計  4,417,100  1,484,030  525,795  6,426,926 (39,790)  6,387,135

営業利益（△損失）  873,837  △168,708  50,923  756,052 (180,479)  575,573
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要  

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

当社グループでは、音楽、映像、演劇等エンターテインメントの領域において、アーティストが創作する楽

曲、アーティストが実演又は出演する作品及び製作又は買付けした映像作品等に関して得られる原盤権、音楽

著作権、商標権、肖像権、商品化権、映像海外販売権、テレビ放映権、ビデオ化権、劇場配給権などの権利を

「コンテンツ」と認識し定義しております。このコンテンツを作り出すのは人であり、当社グループは、この

コンテンツを生み出すアーティストを発掘・育成し、彼等に様々な形での創作活動を行う機会と場所を提供

し、支援することでコンテンツを創出するとともに、外部の優良なコンテンツを探し出しております。そして

そのコンテンツをより多く保有し、有効に活用して事業展開することを基本方針としており、その事業の種類

別に応じて、「アーティストマネージメント事業」、「メディアビジュアル事業」、「コンテンツ事業」の３

つに分類し、これを報告セグメントとしております。 

「アーティストマネージメント事業」は、アーティスト活動によるコンサート、舞台等の収入、舞台及びイ

ベントの企画・制作による収入、テレビ・ラジオ・コマーシャル出演収入、ファンクラブ会員収入、アーティ

ストグッズ・バンドル商品等の企画・制作・販売等の収入、レコード販売収入及び原盤の制作と著作権管理等

による新譜の印税収入、ミュージアム・文化施設等の運営収入等であり、「メディアビジュアル事業」は、テ

レビ等の番組制作収入、映画製作及び制作配給収入、映像作品の制作、音楽ＣＤ・ＤＶＤ等の仕入・製造・販

売等であり、「コンテンツ事業」は、旧譜のレコード原盤権と著作権管理等による印税収入、映画・映像作品

等の活用による収入（初回収益計上日より２年超経過分）等であります。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

  当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

（注）１．セグメント利益の調整額△340,882千円には、セグメント間取引消去45,094千円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△385,977千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメ

ントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る一般管理費であります。 

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。  

  （単位：千円）

  

報告セグメント

調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

アーティスト 
マネージメント

事業 

メディア
ビジュアル 

事業 

コンテンツ
事業 

計

営業収入             

外部顧客への

営業収入 
 3,865,500  2,062,304  409,979  6,337,783  －  6,337,783

セグメント間
の内部営業収
入又は振替高 

 6,045  103,376  30,742  140,163  △140,163  －

計  3,871,545  2,165,680  440,721  6,477,947  △140,163  6,337,783

セグメント利益  712,046  29,954  58,290  800,292  △340,882  459,409

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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連結の範囲に関する事項の変更 

（1）連結の範囲の変更 

㈱アズィールは、当第１四半期連結会計期間において清算結了となったため、連結の範囲から除外して

おります。ただし、㈱アズィールの清算結了までの期間の損益は、四半期連結損益計算書に含まれており

ます。 

    

（2）変更後の連結子会社の数 

７社 

４．補足情報
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